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研究成果の概要（和文）：科学館や子どものための博物館では、対象を子どもに絞り、体験・体感できるような展示を
行っている。一方、自然史博物館では、恐竜・鉱物・昆虫などを静置し、大きい・美しい・珍しいなどの感動から、自
然への興味関心を引き出している。このような展示は来館者にある程度の知識や経験を要求することが多い。しかし、
子どもを対象にした場合、自然史への興味の導入には、科学館などのような動く展示が重要な役割を果たしていると考
え、自然史博物館にふさわしい動的展示を開発し、それをさらに有効に活用できるプログラムを試行した。

研究成果の概要（英文）：Science Museums and Children’s Museums have experiential exhibitions to limit 
for children. Natural History Museums cause interests of visitors to the nature from the excitement of 
such large, beautiful and rare by silent exhibition of dinosaurs, minerals and insects. Such exhibitions 
to request a certain amount of knowledge and experience to visitors. In order to inspire interest to 
Natural History, “moving exhibitions” play an important role for children. And it plays an important 
role to experience in the pursuit of natural history. Then we have developed "moving exhibitions" and 
"moving to see the exhibitions" worthy of the natural history museum. And we have tried a program that 
can be effectively utilized the exhibition.

研究分野： 古生物学・博物館学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の前の 2008～2011 年度に「自然史
博物館にふさわしい子どものための展示開
発」（課題番号 20605018）を行った。自然史
博物館では、恐竜や剥製、鉱物などを展示し、
大きい・美しい・珍しいなどの感動から、自
然への興味関心を引き出している。これには
来館者にある程度の知識や経験が必要であ
ることが多い。一方で、科学館や子どものた
めの博物館（children's museum）のような、
対象を子どもに絞っての、体験・体感できる
展示が少ない。我々が勤務する博物館では、
入館者の約 40％が子ども（園児＋児童）であ
り、ただ置いてあるものを見学するだけでは
なく、別のアプローチから、展示を構築する
必要があると考えたのである。研究期間中に
以下のような取り組みを行った。 

2009 年にはムササビの着ぐるみを着て、映
像や風によって博物館の前庭を滑空する気
分を味わう「ムササビ飛んでみよう！」や展
示室で動物のお面を作り塗り絵を楽しむ「ぬ
り絵 de おめん」を行った。 

2010 年には、ダイヤブロックを使った
1:1,200,000「日本立体地質図」を展示し、「ブ
ロックで作る日本列島」というハンズオンコ
ーナーを設けた。 

2011 年には、ゲンゴロウの泳ぎを水槽の下
に潜り込んで観察する「ゲンゴロウくん、下
から行きますっ！」を実施した。 
これらの実験的展示の作製過程や来館者

の反応から得られた「子どものための展示」
の要件は①体を動かす、②五感を使う、③何
かになりきる、の 3 点だった。そして題材と
して、「水」・「砂」・「生物」が適しており、
手法としては「なりきり」を取り入れること
が自然史博物館における子どものための展
示に肝要だと考えるに至った。題材は流れる
水、水に流される砂、その中で生きる生物と
つながり、これらはすべて「動く」、あるい
は「動いて見る」とより興味や理解を深めら
れるモノやコトであった。 
 以上のような前研究を踏まえ、本研究では
自然史博物館における「動く」展示、「動い
て見る」展示について試行し、子どもだけで
なくもっと幅広い世代に楽しみながら理解
できる展示について明らかにすることにし
た。 
 
２．研究の目的 
 自然史博物館にふさわしい“動的展示”を開
発し、それを有効に活用できるアクティビテ
ィを試行し、展示－アクティビティからなる
プログラムを構築することが本研究の目的
である。“動的展示”とは動く展示と、見学者
が自ら動く展示を指し、両者を展示室で組み
合わせることによって、見学者の“心も動か
す”ような展示を指す。すなわち、ハンズオン
展示から“マインズオン展示”への深化を追求
することを本研究の目標とした。 
 企画展や博物館実習生の展示製作実習な

どの機会に“動的展示”をテーマにした展示を
企画・製作することで、展示を考える時間と
機会を増やすことができる。また、短期間だ
からこそ試せる展示があり、利用による展示
物の劣化・破損の状況もモニタリングするこ
とができた。展示業者に頼らず、学芸員が自
作した展示で PDCA サイクルを経て、改善す
ることで、学芸員の展示スキルを上げること
にもつながっただろう。 
 
３．研究の方法 
 我々を取り巻く自然環境には、無数の要素
が存在する。学芸員はその中から、ある基準
で自然を切り取り、採取して博物館に運び込
んでいる。展示室ではその中からさらに絞り
込んで、展示を構成しているのである。展示
室で、見学者が何に興味を持つのかを調査す
るために、一つは「追跡調査法」をもう一つ
は「デジタルカメラ視点法」を行った。追跡
調査法は展示資料での滞留時間の調査が主
な要素である。デジタルカメラ視点法では被
験者にデジタルカメラを持って展示室を見
学し、興味の赴くままに撮影してもらう。撮
影された画像から時間、対象、枚数などを分
析して、興味関心の項目や度合いを調査した。 
 また、自然史博物館に限らず、自然史に関
連する展示のある水族館、動物園、科学館、
子どものための博物館などを訪れ、展示対象
や“動く”展示手法、動画やタッチパネルの採
用方法などについて調査した。 
 調査と平行して、主に企画展や博物館実習
生の展示製作実習として展示を製作し、展示
を活かすミニレクチャーや短時間で行うプ
ログラムを併せて試行した。 
 
４．研究成果 

 
2 つの主要な取り組みの結果を以下にまと

めた。 
 

（１）「V×R ダイナソー」を活用した展示と
解説 

2013 年度に生命の星・地球博物館の開館記
念日事業「ミューズ・フェスタ」（3 月 15・
16 日）において、凸版印刷株式会社の協力を
得て同社のソフトウェア「V×R ダイナソー」
の一部を取り入れた催事を実施した。「V×R
ダイナソー」を用いて、CG でよみがえった
恐竜ティラノサウルスとトリケラトプスの 2
大恐竜について、名古屋大学博物館の藤原慎
一博士に解説していただいた。また展示室内
にあるティラノサウルス骨格の下で最新の
AR（オーグメンテッド・リアリティ）による
“動くティラノサウルス”展示を体験し、解説
を聴いたり質問したりできるようにした。参
加者の内 138 人から得られた＜あなたの感想
は、次のうちどれに近いですか？＞というア
ンケートの結果は、以下の表の通りだった。
結果的には動く模型の人気が高かった。しか
し、価格（現時点では不明）や復元の精度の



高さ、復元の修正の容易さ、少なくとも一部
は操作者の働きかけで動作することなど、AR
のアドバンテージも考慮すると、期待できる
ツールである。 

選択肢 人 ％ 
骨格だけでよい（CG はいらない） 4 3 
CG だけでよい（骨格はいらない） 3 2 
骨格と CG の両方がよい 55 42 
何より動く模型がほしい 69 53 
たとえ恐竜であっても、動かない骨格の展

示だけでは、十分な展示とはいえなくなって
おり、「動く展示」への期待や必要性が高い
とが明らかになった。このことについては、
後に訪れたメルボルン博物館では恐竜の展
示に動画や鳴き声まで入った機器を、ロサン
ゼルス郡立自然史博物館では大きなタッチ
パネルによる動画入り解説を導入している
ことが分かった。 
 
（２）企画展「恐竜の玉手箱」 
 最終年度の 2014 年 12 月 13 日から 2015 年
3 月 1 日まで企画展「恐竜の玉手箱」開催し、
本研究の成果を反映させた展示や、展示室で
体験するアクティビティを行った。展示は次
のような物である。 
 
(1) 3 つの展示コンセプト 
①全身骨格が 1 つもない「恐竜展」を成立
させる！ 

②動かない標本で“動く展示” をつくる 
③動かない標本と動かない展示室で“動い
て見る展示”をつくる 

(2) 展示室のレイアウト：暗く、狭く、圧迫
感のある入口から入り、狭い通路で小さな
標本を観察しながら進むと、視界が開ける。
するとそこには実物大復元画やティラノサ
ウルスの頭骨が現れる！という展開とした。 

(3) 特徴的な展示：全身骨格がない代わりに
実物大復元画が 4 つの壁いっぱいに貼られ
ていること、またその中のサウロロフスに
色や模様を液晶プロジェクタで投影したこ
と。これは当館としては新しい試みで、恐
竜の色や模様を見学者が考えるきっかけに
なることを期待した。標本展示の背景にユ
タ州にある恐竜国立公園（Dinosaur National 
Monument）のジュラ紀の地層（モリソン層）
のボーンベッドやその上下の地層が広がる
大地の風景を使用した。 

(4) 体験アクティビティ：以下の 8 つのアク
ティビティを実施した。 
①展示標本と復元画を行き来する 
展示標本と恐竜復元画を対照させる作業。
②やってみよう！フクワライサウルス 
棒の先につけた標本写真を復元画に当ては
めて写真を撮る。2 人組で行う。 
③恐竜フロッタージュ（こすりだし） 
恐竜の輪郭がプリントされた紙に、幼児用
色鉛筆で骨格をこすりだしていくもの。科
学的遊びで、芸術的要素を含んでいる。 
④恐竜の名前スタンプ 

恐竜の名前は学名のカタカナ読みであるこ
とから、アルファベットのスタンプを押す
ことで、学名に親しんでもらうもの。⑤恐
竜の目はどこ？（なんちゃって AR） 
恐竜の頭骨を見て眼の位置を考えさせる遊
び。 
⑥「トリプリント（３D プリント・フット
プリント・スプリント） 
常設展示室の恐竜の行跡から製作した足の
模型を、室内遊び用の砂で作ったトラック
を歩かせるもの。 
⑦足跡型押し（エンボッサー） 
インクが不要であるが、力が必要なのでや
った気になるスタンプ。 
⑧ダイノロイド（しっぽ体験） 
身長 130～140 cm に合わせて製作した恐竜
の尾。これを装着し運動することで尾のバ
ランサーとしてのはたらきを体感できるも
の。 
(5) 展示効果の調査 

 この企画展では展示の効果を調べるため、
見学者を対象にクイズを行った。クイズの設
問から展示がうまく連想できる場合には、正
答率が高くなった。この調査では、従来のア
ンケートなどに比べ、「展示のわかりやすさ、
興味深さ」をより客観的に評価できたと考え
ている。 
今後はこれらの標本と開発した体験アク

ティビティを組み合わせて移動展示プログ
ラムを構築する予定である。このことにより、 
当館と地域とのつながりや、自然史以外の博
物館とのつながりをつくることにもなると
考えている。 
 本研究の中で、試行したものの展示室に出
せなかった動く展示や動いて見る展示が数
多く蓄積された。展示できない理由は、理解
しにくいとか、危険であるとか、散らかりす
ぎるとか、多人数に対応できないとか、デジ
タル技術の未熟さなど、さまざまであった。
これらも、研究メンバーにとっては貴重な経
験である。 
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